
オリンピックレガシーという言葉がある。オリンピックのよい遺産（レガシー）を開催都市、開催国に残すことを推
進する、という意味であるが、ロンドンオリンピックでは、地域の街づくりに寄与する計画を目指し成功させた。
2020東京では、何が建つのか？といったハードばかりが注目されているような気がする。2020東京をきっかけに
何ができるのかをご一緒に考えてみましょう！(連健夫）

みんなで考える街と建築の未来

第23回
M A S セ ミ ナー

日時：2016/10/15（土)
講演会：14：00～16：00 （受付 ：13：30～ ）
  場所：渋谷区神宮前2-3-18 　JIA館1F　建築家クラブ

  パネリスト：   今井均・大倉冨美雄・黒木正郎・武田有左

　　　　　　連健夫・宮田多津夫・村上晶子・田口知子

  進行：　      湯本 長伯

懇親会：16：00～17：30（ワイン・つまみ付）
参加費：  500円

問合せ・申し込み： JIA港地域会ホームページ 　http://www.jia-minato.jp/
　　　　　　　　 （MAS担当　田口設計事務所　03-5545-5936 info@t-taguchi.com）

主催：日本建築家協会　 　関東甲信越支部港地域会　（代表　今井　均）
　　　　　　　　

日本建築家協会（JIA）港地域会の建築家による、住環境セミナーのお知らせです。

毎回、港地域会の建築家数名がパネリストとなり、街に対する思いや建築の可能性について、テーマに沿ってお話しいたし

ます。街並みや建築に興味のある方は、どなたでも参加できます。皆様お誘いあわせの上、お気軽にご参加ください。

「2020東京オリンピック・パラリンピックをきっかけに何ができるのか？」

今回のテーマ

 港地域会 QRコード


